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�　

南
北
朝
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て
、
左
隻
に
月
を
右
隻
に
太
陽
を
描
い
て
一
双
と
す
る
「
日
月
屏
風
」
が
制
作
さ
れ
た
。
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
現
存

五
作
品
の
う
ち
宗
教
的
要
素
の
強
い
二
作
品
を
除
い
た
「
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
）・「
日
月
山
水
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）・�

「
日
月
松
鶴
図
屏
風
」（
三
井
文
庫
蔵
）
は
室
町
時
代
の
制
作
で
あ
り
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
左
隻
の
月
の
形
状
に
着
目
し
「
日
月
屏
風
」
の
モ
チ
ー
フ
に
つ

い
て
考
察
す
る
。

　
　

�　

従
来
こ
れ
ら
の
作
品
の
左
隻
の「
月
」は「
下
弦
」と
分
類
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
関
わ
る
時
間
帯
や
季
節
に
つ
い
て
は
注
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
は
優
艶
で
幻
想
的
な
景
物
と
し
て
中
世
和
歌
な
ど
で
好
尚
が
高
ま
っ
て
い
た
「
有
明
月
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
三
例
と
も
月
末
近
く
の
暁
方
に�
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昇
る
細
い
月
で
晩
秋
を
想
起
さ
せ
、
有
明
月
は
暮
秋
の
情
景
と
し
て
和
歌
に
詠
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
左
隻
に
描
か
れ
る
の
は
秋
の
有
明
月
と
と
も
に
歌
わ
れ

る
景
物
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
「
日
月
屏
風
」
の
左
隻
は
和
歌
の
「
秋
の
有
明
月
」（
晩
秋
の
暁
時
）
の
イ
メ
ー
ジ
を
軸
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、

晩
秋
か
ら
冬
へ
の
推
移
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
　

�　

対
す
る
右
隻
の
「
日
」
は
、
光
の
変
化
が
顕
著
な
朝
な
い
し
夕
方
の
太
陽
で
、
春
を
中
心
と
し
て
晩
春
や
夏
へ
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ

も
当
時
の
和
歌
に
よ
っ
て
指
摘
で
き
る
。

　
　

�　

つ
ま
り
左
隻
の
月
の
景
・
右
隻
の
太
陽
の
景
は
、
と
も
に
和
歌
の
発
想
に
拠
っ
て
推
移
す
る
時
間
と
季
節
の
美
的
景
観
を
表
現
し
て
お
り
、
移
ろ
う
日
月

の
光
は
金
銀
の
燦
め
き
で
あ
ら
わ
さ
れ
幻
想
的
な
空
間
が
現
出
し
て
い
る
。

　
　

�　

欠
け
尽
き
そ
う
な
下
弦
月
を
描
く
「
日
月
屏
風
」
は
大
画
面
一
双
形
式
の
成
立
期
に
制
作
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
移
ろ
う
秋
の
有
明
月
を
基
に
し
て

春
の
太
陽
を
組
み
合
わ
せ
日
月
の
動
勢
を
示
す
方
法
が
、
二
画
面
一
双
を
も
っ
て
四
季
の
移
り
ゆ
き
を
表
す
の
に
有
効
だ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

�　
「
日
月
屏
風
」
制
作
期
と
推
定
さ
れ
る
十
五
世
紀
中
頃
は
勅
撰
集
（『
新
続
古
今
集
』
一
四
三
九
年
）
が
成
り
、
和
歌
へ
の
愛
好
が
高
ま
っ
て
い
た
。
和
歌

世
界
へ
の
関
心
・
憧
憬
と
、
不
安
定
な
世
情
に
お
い
て
そ
れ
を
非
現
実
的
幻
想
世
界
と
み
る
感
覚
が
相
俟
っ
た
と
こ
ろ
に
、
有
明
月
を
主
要
モ
チ
ー
フ
に
し

て
燦
め
く
「
日
月
屏
風
」
は
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

―「
日
月
屏
風
」
の
月
の
形

―

　

十
四
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
末
頃
に
、
右
隻
に
太
陽
、
左
隻
に
月
の
輝
く
一
双
屏
風
が
制
作
さ
れ
、「
日
月
屏
風
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
金
銀
を
ふ
ん
だ
ん

に
用
い
て
日
月
の
照
ら
す
季
節
の
景
物
を
煌
び
や
か
に
表
現
す
る
こ
れ
ら
は
近
世
に
入
る
と
見
出
せ
な
く
な
り（

（
（

、
中
世
や
ま
と
絵
屏
風
の
一
角
を
担
う
特
徴
的
な

作
品
群
と
言
え
る
。

　

太
陽
と
月
の
並
置
や
そ
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
、
古
代
の
古
墳
壁
画
以
来
の
図
像
と
し
て
早
く
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
本
稿
で
は
安
達
啓
子
が
、「
当
麻

寺
奥
院
本
十
界
図
を
除
い
た
現
存
日
月
図
屏
風
に
お
け
る
月
の
形
は
、
某
家
本
Ａ
［
稿
者
注
：『
日
本
屏
風
絵
集
成　

第
九
巻
』
図
版
番
号
62
・
63
の
「
日
月
山

水
図
屏
風
」（
紙
本
金
地
著
色
・
六
曲
一
双
）］
の
他
は
す
べ
て
三
日
月
状
の
弦
月
形
を
示
し
、
円
形
の
日
と
は
視
覚
上
に
お
い
て
強
い
対
照
性
を
示
す
」
と
月
の
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形
状
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る（

（
（

の
に
着
目
し
た
い
。
武
田
恒
夫
も
、
日
輪
・
月
輪
を
並
照
さ
せ
て
聖
域
を
表
す
「
垂
迹
曼
荼
羅
図
や
十
界
図
」
に
対
し
、
日
輪

と
三
日
月
を
描
い
た
日
月
屏
風
に
つ
い
て
、「
日
輪
と
三
日
月
を
組
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
花
や
鳥
に
よ
る
四
季
の
景
を
表
徴
さ
せ
る
は
か
ら
い
」
が
あ
る
と
し
、

三
日
月
は
「
歳
月
の
傾
き
を
告
げ
る
景
物
と
し
て
日
月
屏
風
に
定
着
さ
れ
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。
満
月
で
も
半
月
で
も
な
く
三
日
月
で
あ
る
こ
と
と
歳
時
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
「
三
日
月
」
に
は
上
弦
月
（
旧
暦
各
月
の
三
～
四
日
頃
）
と
下
弦
月
（
旧
暦
各
月
の
二
十
六
～
二
十
七
日
頃
）
が
あ
り
、
前
者
が
見
え
る
の
は
夕
刻
、
後
者
を

見
ら
れ
る
の
は
暁
時
で
、
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
。
本
稿
で
は
「
日
月
屏
風
」
の
三
日
月
が
ど
ち
ら
で
あ
る
の
か
ま
ず
検
討
し
、
そ
れ
が
図
像
と
し
て

描
か
れ
た
意
味
を
考
察
す
る
。
月
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
安
達
啓
子
が
一
覧
表
で
分
類
し
、「
上
弦
三
日
月
形
」・「
下
弦
三
日
月
形
」・「
ア
ー
モ
ン
ド
形
」

な
ど
と
示
し
て（

（
（

有
益
で
あ
る
。
た
だ
制
作
時
期
に
よ
る
上
弦
三
日
月
と
下
弦
三
日
月
の
分
類
や
、
月
の
形
状
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
述
べ
ら
れ
な
い

の
で
、
分
析
を
試
み
た
い
。

　

南
北
朝
・
室
町
期
に
成
立
し
た
「
日
月
屏
風
」
作
品
を
、
諸
説
存
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
玉
蟲
敏
子
の
あ
げ
る
五
作
品（

（
（

と
す
る
。「
十
界
図
屏
風
」（
当
麻
寺
蔵
）・�

「
日
月
山
水
図
屏
風
」（
金
剛
寺
蔵

―
以
下
「
金
剛
寺
本
」
と
す
る
）・「
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵

―
以
下
「
出
光
本
」
と
す
る
）・「
日
月
山
水
図�

屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵

―
以
下
「
東
博
本
」
と
す
る
）・「
日
月
松
鶴
図
屏
風
」（
三
井
文
庫
蔵

―
以
下
「
三
井
本
」
と
す
る
）
で
あ
る（

（
（

。
こ
の
中
で
宗
教

的
図
像
と
し
て
日
輪
・
月
輪
が
描
か
れ
る
「
十
界
図
屏
風
」
は
除
外
し
、
本
稿
で
は
四
作
品
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
る
。
こ
れ
ら
は
室
町
時
代
の
屏
風
絵
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
前
近
代
に
お
い
て
月
の
形
状
が
も
た
ら
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
整
理
し
た
い
。
太
陰
太
陽
暦
の
も
と
で
生
活
し
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
、
月
の
形
状
や
位
置

は
日
付
や
時
刻
の
お
お
よ
そ
を
知
る
よ
す
が
だ
っ
た
。
例
え
ば
満
月
は
、
各
月
十
五
日
な
い
し
は
十
六
日
に
、
沈
む
太
陽
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
夕
刻
に
空
に
昇

り
、
夜
の
時
間
を
か
け
て
東
か
ら
西
へ
と
天
空
を
移
っ
て
、
夜
明
け
方
に
沈
む
。
一
方
、
細
い
月
の
場
合
は
目
視
で
き
る
時
間
が
短
く
限
ら
れ
、
上
弦
の
三
日
月

は
月
初
の
夕
刻
空
が
暗
く
な
る
に
つ
れ
て
西
の
空
低
い
と
こ
ろ
に
見
え
て
、
入
り
日
を
追
う
よ
う
に
間
も
な
く
沈
む
。
下
弦
の
三
日
月
は
月
末
近
く
に
闇
の
な
か

未
明
に
昇
っ
て
き
て
、
そ
れ
に
続
く
日
の
出
に
よ
っ
て
空
に
溶
け
る
よ
う
に
消
え
る
。
い
わ
ゆ
る
「
有
明
月
」
で
あ
る
。
京
都
の
よ
う
な
盆
地
で
は
上
弦
月
は
よ

り
早
い
時
刻
に
沈
み
、
下
弦
月
は
よ
り
遅
く
空
に
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
細
い
月
を
実
見
で
き
る
時
間
は
月
の
形
状
や
季
節
に
よ
っ
て
異
な
り
、
長
く
て
も
三

～
四
時
間
ほ
ど
、
短
け
れ
ば
一
時
間
足
ら
ず
の
こ
と
も
あ
る
。
月
の
形
が
細
い
ほ
ど
見
え
る
時
間
は
短
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
細
い
月
を
惜
し
む
情
が
、
後
述
す

る
よ
う
に
文
芸
等
に
お
い
て
様
々
に
表
現
さ
れ
た
。
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描
か
れ
た
月
の
形
状
は
、
鑑
賞
者
に
そ
の
画
面
の
時
間
帯
と
そ
れ
に
伴
う
特
有
の
イ
メ
ー
ジ
や
情
趣
を
感
じ
さ
せ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
て
画

面
の
月
の
形
は
選
ば
れ
た
だ
ろ
う
。

　
　
　

二
、
月
の
形
状
に
よ
る
分
類

―
上
弦
の
半
月
・
下
弦
の
細
い
月

―

　

こ
の
「
日
月
屏
風
」
四
作
品
の
う
ち
「
金
剛
寺
本
」・「
出
光
本
」・「
東
博
本
」
は
先
述
の
安
達
の
一
覧
表
に
お
い
て
「
三
日
月
」
と
解
さ
れ
、「
三
井
本
」
は

ま
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
記
さ
れ
て
い
な
い
。
改
め
て
月
の
形
状
を
検
討
し
、
再
分
類
を
試
み
る
。

　

ま
ず
「
金
剛
寺
本
」
に
つ
い
て
。
先
の
安
達
・
武
田
論
で
は
こ
の
月
を
「
三
日
月
」
と
把
握
し
、
安
達
の
一
覧
表
に
は
「
上
弦
三
日
月
形
」
と
あ
る
の
だ
が
、�

「
出
光
本
」・「
東
博
本
」・「
三
井
本
」
で
は
鋭
く
尖
っ
た
ま
さ
に
三
日
月
形
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
半
月
に
近
い
形
で
あ
る
。

　

こ
の
屏
風
に
関
し
て
は
宗
教
性
が
様
々
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
安
達
啓
子
は
「
室
町
期
の
宗
教
画
系
の
作
例
に
共
通
す
る
感
覚
を
示
す
」
と
述
べ（

（
（

、
水

尾
比
呂
志
は
垂
迹
曼
荼
羅
と
「
並
々
な
ら
ぬ
親
近
性
が
あ
る
」
と
見
て
こ
の
月
を
「
垂
迹
画
と
し
て
の
宗
教
性
に
、
世
俗
的
装
飾
性
が
混
入
し
て
ゐ
る
」
も
の
と

論
じ
る（

（
（

。
泉
万
里
は
特
徴
的
な
波
形
に
仏
教
絵
画
と
の
近
さ
を
見
出
す（
（1
（

。
稿
者
も
納
得
す
る
と
こ
ろ
で
、「
十
界
図
屏
風
」
か
ら
一
世
紀
ほ
ど
後
に
、
当
麻
寺
と

同
じ
く
大
和
・
河
内
の
修
験
の
地
で
あ
る
金
剛
山
地
沿
い
の
寺
院
金
剛
寺
に
潅
頂
用
具
と
し
て
伝
わ
っ
た
こ
の
屏
風
絵
は
、
信
仰
的
要
請
の
も
と
に
成
っ
た
と
考

え
る
。「
金
剛
寺
本
」
は
宗
教
的
背
景
や
意
味
合
い
の
検
討
を
要
す
る
作
品
で
あ
り
、
こ
の
月
が
満
月
で
な
く
三
日
月
で
も
な
く
上
弦
半
月
に
近
い
形
状
で
あ
る

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
察
し
た
い
。

　

で
は
そ
の
他
の
「
日
月
屏
風
」
三
作
品
、「
出
光
本
」・「
東
博
本
」・「
三
井
本
」
を
以
下
検
討
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
月
は
み
な
細
く
先
端
の
尖
っ
た
形
で
あ
る
。

先
の
安
達
一
覧
表
に
は
「
出
光
本
」
と
「
東
博
本
」
は
「
下
弦
三
日
月
形
」
と
あ
り
、
同
意
さ
れ
る
。「
三
井
本
」
の
月
の
形
状
は
「
東
博
本
」
に
近
く
、
同
じ

く
下
弦
三
日
月
形（

（1
（

と
な
る
。
こ
れ
ら
三
作
品
が
み
な
下
弦
三
日
月
形
で
あ
る
こ
と
は
従
来
注
視
さ
れ
な
か
っ
た
が
、「
日
月
屏
風
」
の
主
題
や
成
立
に
関
わ
り
看

過
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

金
銀
の
技
法
を
様
々
に
用
い
煌
び
や
か
な
こ
れ
ら
「
日
月
屏
風
」
に
つ
い
て
、
泉
万
里
は
、
十
五
世
紀
の
人
々
に
と
っ
て
日
月
並
置
と
は
「
屏
風
に
輝
き
を
ま

と
わ
せ
る
た
め
の
、
究
極
の
演
出
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る（

（1
（

。
確
か
に
こ
の
時
代
に
屏
風
は
輝
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
要
望
に
日
月
が

四
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マ
ッ
チ
し
た
の
は
間
違
い
な
い
が
、
そ
の
と
き
月
は
眩
し
く
輝
く
満
月
で
は
な
く
、
欠
け
尽
き
そ
う
な
細
い
下
弦
月
が
選
ば
れ
た
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
　
　

三
、
中
世
に
お
け
る
秋
の
有
明
月
の
好
尚

―
和
歌
の
影
響

―

　
「
出
光
本
」・「
東
博
本
」・「
三
井
本
」
の
細
い
下
弦
の
月
の
形
状
は
近
似
し
て
お
り
、
お
お
よ
そ
月
齢
26
～
27
で
あ
る
。
月
齢
に
よ
る
月
の
出
入
り
時
刻
は
年

や
季
節
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
こ
の
月
の
出
は
午
前
二
～
三
時
頃
、
月
の
入
り
は
午
後
二
～
三
時
頃
で
、
月
を
目
視
で
き
る
の
は
そ
の
月
の
出
か
ら
太
陽
光
に
か

き
消
さ
れ
る
ま
で
の
短
時
間
と
な
り
、「
有
明
月
」
と
称
さ
れ
る
月
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
。
当
該
三
作
品
の
三
日
月
は
暁
近
く
に
昇
る
有
明
月
と
し
て
共
通
し

て
い
る
と
言
え
る
。

　

中
世
当
時
に
お
け
る
下
弦
三
日
月
（
有
明
月
）
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

細
い
下
弦
月
は
闇
の
な
か
明
け
方
近
く
に
空
に
昇
り
、
間
も
な
く
の
日
の
出
に
よ
っ
て
か
す
ん
で
消
え
行
く
た
め
、
こ
の
月
を
目
に
す
る
の
は
日
常
的
な
こ
と

で
は
な
か
っ
た
。
夜
を
起
き
明
か
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
か
、
あ
え
て
こ
の
月
を
眺
め
よ
う
と
し
た
人
と
な
る
。
そ
こ
で
、
闇
夜
に
差
し
た
細
く
鋭
い
こ
の
月

の
光
は
繊
細
か
つ
内
省
的
な
雅
趣
と
し
て
表
現
さ
れ
た
。
中
古
の
時
代
で
は
、
恋
人
の
訪
れ
を
暁
時
ま
で
待
っ
た
り
、
夜
を
共
に
過
ご
し
た
恋
人
を
見
送
る
情
景

と
し
て
和
歌
や
物
語
類
に
表
さ
れ
た
。

　
　

今
こ
む
と
い
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
待
ち
い
で
つ
る
か
な
（『
古
今
集
』
恋
歌
四
・
六
九
一
・
素
性
）

は
著
名
で
あ
る
。
余
情
や
優
艶
美
が
好
ま
れ
た
中
世
の
感
性
に
お
い
て
、
有
明
月
の
景
趣
は
と
り
わ
け
愛
好
さ
れ
、
恋
の
場
面
に
限
ら
ず
表
現
さ
れ
て
、
和
歌
に�

「
有
明
（
月
）」
が
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
激
増
す
る（
（1
（

。

　

特
に
秋
の
長
夜
に
お
い
て
、
闇
の
時
間
が
続
い
た
暁
近
く
に
現
れ
る
細
い
月
は
と
り
わ
け
そ
の
情
趣
が
愛
で
ら
れ
、
和
歌
以
外
に
も
様
々
に
綴
ら
れ
た
。
例
え
ば�

『
徒
然
草
』（
第
三
十
二
段
）
は
、「
九
月
二
十
日
の
こ
ろ
、
あ
る
人
に
誘
は
れ
奉
り
て
、
明
く
る
ま
で
月
見
歩
く
こ
と
侍
り
し
に
」
と
始
ま
り
、
晩
秋
の
有
明
月
を

賞
翫
し
散
策
し
た
際
に
優
雅
な
挙
措
の
人
を
垣
間
見
て
間
も
な
く
喪
失
し
た
こ
と
を
、
王
朝
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
で
描
く
。
ま
た
こ
れ
に
や
や
遡
る
十
四
世
紀
初

頭
成
立
の
『
と
は
ず
が
た
り
』（
巻
一
）
で
は
、
作
者
二
条
の
父
親
が
危
篤
に
陥
っ
た
秋
七
月
二
十
七
日
の
夜
中
過
ぎ
、「
二
十
七
日
の
月
、
た
だ
今
山
の
端
分
け
出

づ
る
光
も
す
ご
き
に
」
と
、
昇
っ
て
き
た
ば
か
り
の
月
末
の
細
い
月
を
背
景
に
、
彼
女
の
愛
人
で
あ
る
後
深
草
院
が
見
舞
い
に
部
屋
へ
入
っ
て
き
た
こ
と
を
綴
る（

（1
（

。
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中
世
に
お
い
て
、
秋
の
細
い
有
明
月
は
非
日
常
的
・
幻
想
的
な
時
空
を
醸
し
出
す
景

物
だ
っ
た
。

　

文
学
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
有
明
月
の
好
尚
は
美
術
作
品
に
も
見
ら
れ
る（

（1
（

と
こ
ろ

で
、
蒔
絵
作
品
に
目
を
向
け
た
い
。
蒔
絵
作
品
と
日
月
屏
風
と
の
つ
な
が
り
は
表
現

法
や
モ
チ
ー
フ
の
類
似
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
お
り（

（1
（

、
近
年
も
中
国
漆
器
の
意
匠
と�

「
出
光
本
」
と
の
関
連
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。

　

和
歌
な
ど
の
文
学
と
連
繋
し
て
蒔
絵
意
匠
の
強
化
を
図
る
南
北
朝
期
の
試
み
が
東

山
期
に
入
っ
て
著
し
く
な
る
と
の
指
摘（

（1
（

は
重
要
と
思
わ
れ
る
。
十
五
世
紀
頃
の
成
立（
（1
（

で
あ
る
「
源
氏
夕
顔
蒔
絵
手
箱
」（
相
国
寺
蔵
）
を
例
に
あ
げ
る
。
蓋
裏
の
右
上
に
は

細
い
下
弦
月
が
か
か
り
、
こ
れ
は
『
源
氏
物
語
』「
夕
顔
」
の
本
文
「
九
月
二
十
日
の

ほ
ど
」（
①
一
八
三
頁
）
を
過
ぎ
た
頃
の
月
を
誇
張
し
て
鋭
く
表
し
て
い
る
。
本
文
の�

「
絵
に
描
き
た
る
や
う
に
お
も
し
ろ
き
」（
①
一
八
七
頁
）
を
ま
さ
に
図
画
化
し
た
秋

の
景
趣
が
細
緻
に
描
出
さ
れ
る
。「
弥
勒
下
生
の
暁
」も
表
象
し
て
い
て（

（2
（

、金
銀
を
も
っ

て
荘
厳
的
に
華
麗
に
描
き
表
さ
れ
、
異
次
元
的
・
幻
想
的
な
画
面
と
な
っ
て
い
る
。

　

時
代
が
下
っ
て
桃
山
期
の
「
秋
草
鹿
蒔
絵
文
台（

（2
（

」【
挿
図
1
】
は
、
秋
草
の
も
と

に
鹿
が
描
か
れ
上
部
に
細
い
有
明
月
が
か
か
る
。「
室
町
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
歌

絵
の
意
匠
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
図
柄
は
「
出
光
本
」
に
近
似
し
、
下
弦
月

と
秋
草
と
鹿
の
取
り
合
わ
せ
は
後
述
す
る
よ
う
に
和
歌
を
背
景
に
定
型
化
さ
れ
、
桃

山
期
に
も
引
き
継
が
れ
た
。

　

黒
い
地
に
銀
金
貝
な
ど
で
非
現
実
的
な
ほ
ど
鋭
利
な
輝
き
を
も
っ
て
表
さ
れ
る
蒔

絵
の
細
い
有
明
月
は
、
和
歌
な
ど
の
文
芸
に
依
拠
し
て
幻
想
的
か
つ
華
麗
な
情
景
を

【挿図１】　「秋草鹿蒔絵文台」
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描
出
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
秋
の
下
弦
三
日
月
（
有
明
月
）
は
、
中
世
当
時
そ
の
繊
細
さ
が
愛
さ
れ
和
歌
な
ど
で
盛
ん
に
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
美
意
識
を
蒔
絵

工
芸
も
反
映
し
て
い
た
。「
日
月
屏
風
」
の
秋
の
下
弦
三
日
月
（
有
明
月
）
も
和
歌
の
発
想
や
表
現
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。
ま
た
蒔
絵
に

お
け
る
月
は
有
明
月
だ
け
で
な
く
上
弦
三
日
月
や
満
月
も
モ
チ
ー
フ
に
な
る
が
、
現
存
す
る
当
該
「
日
月
屏
風
」
で
は
下
弦
月
に
限
ら
れ
て
い
て
、
屏
風
特
有
の

意
味
の
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
く
る
。

　

次
節
で
は
、「
日
月
屏
風
」
三
作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
描
か
れ
て
い
る
下
弦
三
日
月
と
そ
の
周
囲
の
景
物
を
和
歌
表
現
か
ら
検
討
し
、「
日
月
屏
風
」
の
左
隻
の
図
様

を
解
釈
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

四
の
（
一
）、「
出
光
本
」
に
お
け
る
下
弦
三
日
月
と
景
物

　

三
作
品
の
中
で
先
行
す
る
と
思
わ
れ
る（
（2
（

「
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（「
出
光
本
」）【
挿
図
2
】
か
ら
考
察
す
る
。
左
隻
（
下
段
）
に
は
下
弦
三
日
月
に
散
る
楓

紅
葉
と
松
樹
が
組
み
合
わ
さ
れ
、
根
元
の
丘
に
萩
や
薄
の
秋
草
が
茂
り
、
そ
の
陰
に
は
座
る
鹿
と
首
を
も
た
げ
て
鳴
く
鹿
が
描
か
れ
る
。
水
流
の
対
岸
の
第
六
扇

手
前
に
は
白
い
菊
が
一
群
れ
咲
く
。

　

下
弦
三
日
月
が
示
唆
す
る
秋
の
暁
と
鳴
く
鹿
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
勅
撰
和
歌
集
の
詞
書
に
、「
正
安
三
年
八
月
十
五
夜
内
裏
十
首
歌
に
、
暁
月
聞
鹿
」（『
続

千
載
集
』
秋
歌
上
・
四
一
一
・
左
大
臣
）・「
嘉
暦
二
年
九
月
十
五
日
内
裏
五
首
歌
合
に
、
暁
月
聞
鹿
と
い
ふ
事
を
」（『
風
雅
集
』
秋
歌
下
・
六
三
六
・
万
秋
門
院
）

な
ど
と
見
え
、
中
世
和
歌
に
お
い
て
典
型
的
な
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
和
歌
に
は
「
有
明
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
有
明
月
が
照
ら
す
景
が
歌
わ
れ
て

い
る
。
秋
の
夕
月
の
鹿
が
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
り
、
描
か
れ
る
月
は
有
明
月
と
見
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　
　

有
明
の
空
に
な
る
ま
で
聞
ゆ
な
り
月
影
し
た
ふ
さ
を
し
か
の
声
（『
新
葉
集
』
秋
歌
上
・
二
九
六
・
右
大
臣
）

は
准
勅
撰
集
歌
で
あ
る
。
有
明
の
空
に
月
光
を
慕
っ
て
鹿
が
鳴
く
と
詠
い
、
当
該
左
隻
に
お
け
る
、
有
明
の
月
光
に
よ
っ
て
燦
め
く
空
間
を
鹿
が
見
上
げ
て
鳴
く

情
景
と
重
な
る
。

　
　

有
明
の
月
の
ほ
そ
み
ち
ほ
の
ぼ
の
と
小
野
よ
り
出
づ
る
さ
を
し
か
の
声
（『
為
尹
千
首
』
三
八
二
「（
秋
二
百
首
）
野
鹿
」）
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【挿図2】　「日月四季花鳥図屏風」（紙本著色　六曲一双）［出光美術館蔵］

は
、
有
明
の
月
が
「
細
」
い
こ
と
を
も
示
唆

し
て
暁
方
の
鹿
の
鳴
き
声
を
詠
む
。
当
該
画

面
は
、
秋
草
の
茂
み
か
ら
鳴
き
な
が
ら
出
て

行
く
鹿
を
照
ら
す
細
い
有
明
月
の
情
景
で
あ

り
、
こ
の
歌
の
発
想
と
似
通
う
。

　

ま
た
、
暁
時
の
鹿
と
紅
葉
の
情
景
は
和
歌

に
し
ば
し
ば
詠
じ
ら
れ
た
。

　
　

�

た
つ
た
や
ま
暁
寒
き
秋
風
に
も
み
ぢ
ふ

み
わ
け
鹿
の
鳴
く
ら
む
（『
万
代
集
』
秋�

歌
下
・
一
〇
九
一
「
土
御
門
院
御
時
歌

合
に
、
秋
山
を
」
承
明
門
院
小
宰
相
）

さ
ら
に
「
長
月
の
有
明
の
月
」
を
詠
む
例
が

散
見
さ
れ
る
こ
と
に
目
を
向
け
た
い
。

　
　

�

を
ぐ
ら
山
紅
葉
か
つ
散
る
長
月
の
有
明

の
月
に
鹿
ぞ
鳴
く
な
る
（『
隣
女
集
』

一
二
七
五
「
秋
歌
中
に
」）

長
月
九
月
末
は
秋
の
最
後
の
時
節
で
あ
り
、

前
節
の
「
今
こ
む
と
」
歌
も
「
長
月
の
有
明

の
月
」
が
詠
じ
ら
れ
て
い
た
。
同
じ
く
先
掲

の
『
徒
然
草
』（
第
三
十
二
段
）
も
「
九
月

二
十
日
の
こ
ろ
」
で
あ
っ
た
。
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�

行
く
秋
の
わ
か
れ
に
そ
へ
て
長
月
の
有
明
の
月
の
惜
し
く
も
あ
る
か
な
（『
玉
葉
集
』
秋
歌
下
・
八
二
七
「
暮
秋
月
と
い
ふ
事
を
」
後
光
明
峰
寺
前
摂
政
左

大
臣
）

も
、
秋
の
最
後
の
象
徴
と
し
て
有
明
月
を
愛
惜
し
て
お
り
、
和
歌
的
美
意
識
に
お
い
て
晩
秋
の
有
明
月
は
典
型
的
な
モ
チ
ー
フ
だ
っ
た
。
当
該
屏
風
左
隻
の
秋
の

下
弦
月
は
七
月
末
・
八
月
末
・
九
月
末
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
散
る
紅
葉
や
右
の
歌
等
に
よ
っ
て
九
月
末
の
晩
秋
と
み
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　

第
六
扇
の
白
菊
は
「
遅
咲
き
の
残
菊
」
と
解
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
勅
撰
和
歌
集
で
「
白
菊
」
は
「
秋
歌
下
」
の
部
立
に
入
る
こ
と
が
多
い
が
、「
冬
歌
」
の
例
も
散

見
さ
れ
る
。

　
　

お
の
づ
か
ら
残
る
も
さ
び
し
霜
が
れ
の
草
葉
に
ま
じ
る
庭
の
白
菊
（『
新
後
撰
集
』
冬
歌
・
四
六
〇
「（
残
菊
を
）」
左
近
中
将
師
良
）

　
　

草
は
み
な
霜
に
朽
ち
に
し
冬
が
れ
に
ひ
と
り
秋
な
る
庭
の
白
菊
（『
玉
葉
集
』
冬
歌
・
八
九
七
「
冬
御
歌
の
中
に
」
朔
平
門
院
）

晩
秋
か
ら
冬
へ
と
つ
な
ぐ
景
物
と
言
え
よ
う
。
当
該
画
面
で
白
菊
だ
け
が
水
流
の
対
岸
に
描
か
れ
る
の
は
、
晩
秋
か
ら
初
冬
へ
の
季
節
の
推
移
が
示
唆
さ
れ
て
い

る
と
解
さ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
出
光
本
」
の
左
隻
に
描
か
れ
た
鳴
く
鹿
や
紅
葉
は
、
和
歌
表
現
に
お
い
て
有
明
月
と
縁
が
深
い
景
物
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
和
歌
は
古

歌
で
は
な
く
中
世
に
詠
じ
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
和
歌
イ
メ
ー
ジ
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
意
に
留
め
て
お
き
た
い
。

　
　
　

四
の
（
二
）、「
東
博
本
」
に
お
け
る
下
弦
三
日
月
と
景
物

　

次
に
「
日
月
山
水
図
屏
風
」（「
東
博
本
」）【
挿
図
3
】
を
考
察
す
る
。
両
隻
は
本
来
別
々
の
制
作（
（2
（

で
江
戸
時
代
以
降
の
取
り
合
わ
せ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（
（2
（

が
、

こ
の
二
隻
を
組
ま
せ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
さ
れ
現
在
に
至
る
ま
で
一
双
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
の
「
日
月
屏
風
」
か
ら

見
い
だ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。

　

左
隻
は
、
奥
の
水
景
に
月
末
の
細
い
月
が
昇
り
、
手
前
は
刈
田
の
景
で
ま
だ
残
っ
て
い
る
稲
や
刈
り
取
ら
れ
た
跡
な
ど
が
丁
寧
に
描
か
れ
、
第
一
扇
に
は
小
さ

な
苫
屋
が
あ
る
。
当
該
左
隻
は
歌
絵
的
性
格
を
持
つ
と
さ
れ
て
お
り（

（2
（

、
具
体
的
に
和
歌
を
あ
げ
て
考
察
す
る
。

　

屏
風
歌
に
お
い
て
稲
刈
り
の
題
は
九
月
に
収
束
し
て
い
き
歌
集
で
は
「
秋
下
」
の
最
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る（

（2
（

。
九
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【挿図3】　「日月山水図屏風」（紙本著色　六曲一双）［東京国立博物館蔵］

　
　

�

白
露
の
お
く
て
の
稲
も
刈
り
て
け
り
秋
果

て
が
た
に
な
り
や
し
ぬ
ら
ん
（『
玉
葉
集
』
秋�

歌
下
・
七
五
〇
「
亭
子
院
御
屏
風
に
」
大
中�

臣
頼
基
）

の
屏
風
歌
で
は
、
稲
が
み
な
刈
り
取
ら
れ
た
さ

ま
を
「
秋
果
て
が
た
」
と
表
し
て
い
る
。
十
世

紀
に
は
晩
秋
の
刈
田
を
描
く
屏
風
が
存
し
た
可

能
性
が
あ
る
。

　

当
該
画
面
の
暁
方
の
月
と
刈
田
そ
し
て
第
一

扇
の
掘
立
小
屋

―
水
辺
に
柱
を
立
て
て
高
床

に
し
、
壁
を
低
く
巡
ら
し
上
部
は
開
け
放
っ
て
、

屋
根
は
粗
く
苫
で
葺
い
て
い
る

―
の
情
景
に

重
な
る
和
歌
は
散
見
さ
れ
る
。

　
　

�

秋
の
田
の
か
り
ほ
の
い
ほ
に
露
お
き
て
ひ

ま
も
あ
ら
は
に
月
ぞ
も
り
く
る
（『
後
鳥
羽

院
御
集
』
三
四
八
「（
秋
廿
首
）」）

は
、有
名
な
古
歌
「
秋
の
田
の
か
り
ほ
の
い
ほ
の

苫
を
あ
ら
み
わ
が
衣
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
つ
」（『
後

撰
集
』
秋
中
・
三
〇
二
・
天
智
天
皇
、「
小
倉

百
人
一
首
」
に
も
）
を
本
歌
と
し
、
仮
庵
の
粗

い
苫
に
月
光
が
射
し
込
む
モ
チ
ー
フ
を
新
た
に�

一
〇



室
町
時
代
「
日
月
屏
風
」
の
下
弦
三
日
月

加
え
て
い
る
。
当
該
画
面
の
、
刈
田
を
照
ら
す
月
と
隙
間
ば
か
り
の
小
屋
の
景
は
こ
れ
に
近
い
。

　
　

�
月
だ
に
も
も
り
す
て
て
け
り
か
り
ほ
さ
す
し
づ
が
門
田
の
明
け
方
の
空
（『
題
林
愚
抄
』
秋
部
四
・
四
三
九
〇
「（
永
徳
御
百
首
）」
十
閑
院
宮
）

は
「
刈
り
穂
」
と
「
仮
庵
」
を
掛
け
て
お
り
、「
明
け
方
」
の
空
と
あ
る
よ
う
に
、
当
該
画
面
の
月
が
示
唆
す
る
暁
時
と
同
様
の
情
景
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
長
月
の
は
つ
か
あ
ま
り
の
月
の
暁
方
に
細
く
か
す
か
に
見
え
け
れ
ば
よ
め
る
」
と
詞
書
さ
れ
る
、

　
　

た
ち
の
ぼ
る
有
明
の
月
を
人
し
れ
ず
心
細
さ
の
友
と
み
る
か
な
（『
散
木
奇
歌
集
』
秋
部
・
五
四
〇
）

を
取
り
上
げ
た
い
。
平
安
時
代
末
期
に
近
い
頃
、
新
し
い
和
歌
へ
の
模
索
が
見
ら
れ
る
源
俊
頼
の
家
集
の
一
首
で
あ
る
。
こ
こ
で
長
月
の
「
細
」
い
有
明
月
を

「
心
細
さ
の
友
」
と
し
て
い
る
。
当
該
左
隻
で
は
し
め
や
か
な
寂
寥
感
と
孤
独
の
気
分
が
表
現
さ
れ
る
が
、
広
々
し
た
水
と
空
を
背
景
に
画
面
中
央
に
向
け
て�

昇
っ
て
い
く
細
い
月
は
、
唯
一
動
く
も
の
と
し
て
も
鑑
賞
者
が
心
を
寄
せ
思
い
を
託
す
景
物
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
歌
の
趣
に
通
う
。
第
一
扇
の
苫
屋
は
そ
こ
に

ひ
と
り
居
る
自
己
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
差
し
込
ん
で
く
る
月
光
へ
の
い
と
お
し
み
を
誘
起
す
る
道
具
立
て
と
な
っ
て
い
よ
う
。
こ
の
画
面
は
金
を
中

心
に
銀
を
交
え
て
構
成
さ
れ
て
い
て
、
寒
々
と
し
た
寂
寥
感
で
は
な
く
明
る
み
を
湛
え
た
幻
想
性
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
第
六
扇
で
は
刈
田
に
う
っ
す
ら
と
霜
が
降
り
、
奥
に
は
雪
に
覆
わ
れ
た
地
面
が
見
え
て
、
冬
が
示
唆
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
東
博
本
」
左
隻
で
は
、
晩
秋
の
暁
方
の
月
が
照
ら
す
刈
田
に
苫
屋
の
景
と
い
う
、
夜
明
け
ま
で
寝
ら
れ
ず
孤
独
に
過
ご
す
和
歌
的
情
趣
が
表
現

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
も
古
歌
で
は
な
く
、
平
安
末
頃
か
ら
中
世
に
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
り
、
繊
細
か
つ
物
侘
し
い
雅
趣
と
い
う
当
代
の
好
尚
が

こ
の
絵
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

四
の
（
三
）、「
三
井
本
」
に
お
け
る
下
弦
三
日
月
と
景
物

　

次
に
「
日
月
松
鶴
図
屏
風
」（「
三
井
本
」）【
挿
図
4
】
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
他
の
二
作
品
と
異
な
る
総
金
地
だ
が
、
泉
万
里
は
十
五
世
紀
後
半
の
「
親
鸞
聖

人
絵
伝
」
の
諸
本
を
検
討
し
て
そ
こ
に
画
中
画
の
総
金
地
屏
風
が
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
松
に
紅
白
躑
躅
」・「
松
に
鶴
」
と
い
っ
た
当
該

屏
風
に
近
い
例
も
確
認
し
て
い
て（

（2
（

、
こ
れ
も
室
町
期
の
作
品
に
数
え
ら
れ
る
。

　

左
隻
は
両
側
の
松
樹
に
水
流
が
手
前
を
め
ぐ
り
、
葦
の
岸
辺
に
は
鶴
が
三
羽
た
た
ず
む
。
そ
の
中
央
で
空
を
見
上
げ
る
一
羽
が
嘴
で
指
す
の
は
細
い
有
明
月
で

一
一
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【挿図4】　「日月松鶴図屏風」（紙本金地著色　六曲一双）［三井文庫蔵］

あ
り
、
こ
の
月
に
鑑
賞
者
の
視
線
は
誘
導
さ
れ
る
。

　

有
明
月
と
松
・
鶴
は
、
例
え
ば
十
三
世
紀
後
半
の

勅
撰
和
歌
集
に
、

　
　

�

か
こ
の
し
ま
松
原
ご
し
に
見
渡
せ
ば
有
明
の
月

に
た
づ
ぞ
鳴
く
な
る
（『
続
古
今
集
』
雑
歌
中
・

一
六
三
七「
五
百
首
御
歌
の
な
か
に
」後
鳥
羽
院
）

と
、
有
明
月
が
照
ら
す
情
景
の
雅
致
が
表
現
さ
れ
て

い
る
。

　
　

�

秋
も
今
は
ふ
け
井
の
浦
に
鳴
く
た
づ
の
声
に
か

た
ぶ
く
有
明
の
月
（『
拾
玉
集
』
三
六
二
四
「（
詠

百
首
和
歌
）（
秋
二
十
首
）」）

で
は
「
秋
も
今
は
ふ
け
」
が
夜
更
け
と
晩
秋
を
と
も

に
表
し
、
鳴
く
鶴
の
声
を
受
け
て
傾
く
有
明
月
と
詠

じ
て
い
る
の
が
当
該
場
面
に
似
る
。
晩
秋
の
有
明
月
に

松
と
鳴
く
鶴
は
、中
世
に
好
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　
　

�

難
波
が
た
き
く
べ
き
物
は
有
明
の
月
に
な
れ
た

る
あ
し
た
づ
の
声
（『
拾
玉
集
』
二
八
七
二
）

の
よ
う
に
鶴
の
声
は
有
明
月
に
「
馴
れ
て
い
る
」
と

歌
わ
れ
、
当
該
画
面
で
鶴
が
有
明
月
を
見
上
げ
て
い

る
こ
と
に
重
な
る
。
ま
た
、

　
　

�

有
明
の
み
つ
の
浜
松
す
む
鶴
の
子
を
思
ふ
子
の

一
二



室
町
時
代
「
日
月
屏
風
」
の
下
弦
三
日
月

末
ぞ
久
し
き
（『
壬
二
集
』
雑
部
・
三
〇
四
九
「
前
但
馬
守
家
長
日
吉
社
会
に
、
暁
述
懐
」）

は
「
暁
」
と
題
さ
れ
て
い
て
明
け
方
近
く
の
景
を
詠
じ
る
。
有
明
月
と
水
辺
の
松
に
親
子
鶴
の
こ
の
情
景
は
、
当
該
画
面
の
三
羽
を
親
子
と
見
て
よ
い
と
思
わ
せ

る
。「
三
井
本
」
の
総
金
地
や
松
鶴
の
慶
祝
性
か
ら
も
、
子
の
未
来
の
予
祝
と
い
う
主
題
を
読
む
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

　

右
の
用
例
か
ら
、
こ
の
画
面
は
、
和
歌
に
詠
じ
ら
れ
た
有
明
月
と
松
・
鶴
の
情
景
に
拠
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
水
辺
に
生
え
て
い
る
葦
に
注
目
し
た
い
。
鶴
は
「
あ
し
た
づ
」
と
も
称
さ
れ
、
鶴
と
葦
の
縁
は
深
い
。
葦
は
、
右
隻
の
第
三
扇
か
ら
小
さ
く
描
か
れ
、

左
隻
に
入
る
と
高
く
茂
り
第
三
、
第
四
扇
で
は
一
部
茶
色
く
な
っ
て
秋
を
示
す（

（3
（

。
ま
た
、
右
隻
（
第
五
扇
）
で
は
小
さ
な
葦
を
一
羽
の
鶴
が
か
が
ん
で
の
ぞ
き
込

む
の
に
対
し
て
、
左
隻
（
第
四
扇
）
で
は
そ
れ
と
は
反
転
し
た
ポ
ー
ズ
で
鶴
が
高
く
育
っ
た
葦
に
頭
部
を
隠
さ
れ
な
が
ら
か
が
み
寄
っ
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け

た
い
。
そ
の
対
照
性
は
鑑
賞
者
の
注
意
を
引
く
も
の
で
、
左
隻
の
そ
の
葦
は
、
右
隻
の
そ
れ
と
も
ま
た
左
隻
の
第
一
か
ら
第
三
扇
の
葦
と
も
違
っ
て
、
斜
め
に
傾

い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
指
摘
が
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
中
世
和
歌
で
詠
ま
れ
た
「
し
を
れ
葦
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
中
世
に
は
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
の
「
葦
の
枯
葉
」
が
好
ん
で
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、「
し
を
れ
葦
」「
乱
れ
葦
」
な
ど
の
歌
語
が
生
ま
れ
た
」（『
日
本
国
語
大
辞
典（

（3
（

』）
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
四
・
第
五
扇
の
葦
は
傾
い
て
一
部
水
に
つ
か
っ
て
お
り
、

　
　

し
を
れ
葦
の
乱
れ
伏
し
た
る
難
波
江
に
冬
の
あ
は
れ
は
見
え
け
る
も
の
を
（『
拾
玉
集
』
一
一
八
九
「（
勒
句
百
首
）（
冬
二
十
首
）」）

の
、
水
辺
に
「
乱
れ
伏
」
す
さ
ま
に
重
な
る
。
こ
の
歌
の
よ
う
に
「
し
を
れ
葦
」
は
冬
の
景
物
と
し
て
詠
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
　

し
を
れ
葦
の
よ
る
よ
る
い
か
に
川
づ
ら
の
冬
に
な
り
行
く
波
風
の
声
（『
雪
玉
集
』
三
九
九
八
「（
冬
十
首
）
水
郷
寒
蘆
」）

も
、
秋
か
ら
冬
に
な
っ
て
い
く
情
景
で
あ
る
。

　
「
し
を
れ
葦
」
と
鶴
の
組
み
合
わ
さ
れ
た
歌
と
し
て
は
、「
子
を
思
ふ
つ
る
の
毛
衣
あ
し
づ
つ
の
う
す
き
や
わ
ぶ
る
夜
の
浦
風
」
に
続
く
、

　
　

お
な
じ
江
に
お
の
が
翅
も
し
を
れ
葦
の
霜
夜
の
つ
る
や
声
も
惜
し
ま
ぬ
（『
雪
玉
集
』
四
八
二
二
～
四
八
二
三
「
蘆
間
鶴
」）

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
冬
に
「
し
を
れ
葦
」
の
水
辺
で
鶴
が
さ
か
ん
に
鳴
く
と
詠
じ
、
前
歌
の
親
子
鶴
も
含
め
て
当
該
画
面
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

『
雪
玉
集
』
は
三
条
西
実
隆
の
家
集
で
、
彼
は
十
五
世
紀
末
頃
か
ら
十
六
世
紀
前
半
に
か
け
て
和
歌
・
物
語
な
ど
文
芸
の
権
威
だ
っ
た
。
宮
中
に
も
上
が
り
絵
巻

な
ど
様
々
な
絵
画
作
品
を
披
見
し
ま
た
詞
書
を
染
筆
し
て
い
る
。
絵
画
作
品
制
作
に
お
い
て
は
し
ば
し
ば
助
言
も
行
っ
た（

（3
（

の
で
あ
り
、
実
隆
は
和
歌
と
絵
画
と
を

つ
な
ぐ
存
在
だ
っ
た
。「
三
井
本
」
の
景
物
が
彼
の
詠
歌
に
重
な
り
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
和
歌
か
ら
の
影
響
を
も
っ
て
「
日
月
屏
風
」
を
理
解
す
る
こ
と
の�

一
三
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妥
当
性
を
高
め
る
と
言
え
そ
う
だ
。

　
「
三
井
本
」
左
隻
は
、
晩
秋
の
暁
の
月
に
松
・
鶴
、
さ
ら
に
初
冬
の
歌
語
「
し
を
れ
葦
」
と
い
う
中
世
和
歌
の
発
想
と
表
現
を
も
と
に
し
て
、
暁
方
に
お
け
る

秋
か
ら
冬
へ
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

四
の
（
四
）、
三
作
品
の
左
隻
と
下
弦
三
日
月

　

当
該
「
日
月
屏
風
」
の
左
隻
の
下
弦
三
日
月
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
描
か
れ
た
情
景
は
単
に
「
秋
の
夜
」
で
は
な
く
、「
晩
秋
の
暁
時
」
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。
ま
た
和
歌
に
お
け
る
「
晩
秋
の
有
明
月
」
の
発
想
や
表
現
に
拠
っ
て
画
面
の
景
物
は
構
成
さ
れ
、
暮
秋
の
夜
明
け
前
わ
ず
か
な
ひ
と
と
き
に
お
け

る
繊
細
な
月
光
の
美
、
ま
た
去
り
ゆ
く
秋
の
情
趣
が
描
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　

絵
画
で
は
和
歌
よ
り
も
月
の
形
を
直
接
的
に
場
合
に
よ
っ
て
は
大
仰
に
示
し
て
、
鑑
賞
者
の
視
覚
と
イ
メ
ー
ジ
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
三
作
品
の
有

明
月
は
ど
れ
も
本
来
の
下
弦
三
日
月
の
形
状
よ
り
曲
線
を
強
調
し
、
欠
け
尽
き
そ
う
な
印
象
を
鑑
賞
者
に
も
た
ら
し
て
、
朝
に
な
る
直
前
か
つ
晩
秋
か
ら
初
冬
へ

移
る
時
で
あ
る
こ
と
を
印
象
的
に
表
し
て
い
る
。
三
つ
の
「
日
月
屏
風
」
は
、
そ
の
よ
う
な
暮
秋
の
有
明
月
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
を
作
品
の
中
心
的
要
素
と
し
て

共
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

五
、「
日
月
屏
風
」
の
右
隻
の
太
陽

―
移
ろ
う
光
と
季
節

―

　

で
は
右
隻
の
太
陽
の
図
様
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
検
討
し
た
い
。

　
「
出
光
本
」
の
右
隻
は
春
の
雉
を
主
題
と
し
て
い
る
。

　
　

む
ら
し
ば
に
き
ぎ
す
た
つ
な
り
桜
狩
り
花
散
る
野
辺
の
春
の
あ
け
ぼ
の
（『
拾
玉
集
』
三
三
八
四
「（
略
秘
贈
答
和
歌
百
首
）」）

と
、
和
歌
に
お
い
て
春
の
雉
（
き
ぎ
す
）
は
朝
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
の
で
あ
り
、
こ
の
太
陽
は
昇
っ
て
き
た
と
こ
ろ
と
解
せ
る
。
画
面
上
端
か
ら
垂
れ
る
柳

葉
の
下
に
太
陽
は
描
か
れ
て
空
の
低
い
位
置
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
、「
あ
け
ぼ
の
」
の
時
間
帯
と
み
る
の
は
妥
当
で
あ
る
。
こ
の
歌
で
桜
が
散
る
情
景
は
、�

一
四



室
町
時
代
「
日
月
屏
風
」
の
下
弦
三
日
月

当
該
画
面
第
一
～
五
扇
に
か
け
て
の
満
開
の
桜
と
盛
ん
に
散
る
花
び
ら
に
重
な
り
合
う
。
第
六
扇
に
は
桜
の
花
弁
は
な
く
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
撫
子
は
夏
の
景
物

で
、
右
隻
で
は
春
の
終
わ
り
か
ら
夏
へ
の
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
東
博
本
」
の
右
隻
は
左
隻
の
対
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
後
世
こ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
こ
と
に
意
味
を
み
て
検
討
す
る
。
和
歌
に
お
い

て
吉
野（

（3
（

の
春
は
桜
が
主
題
だ
っ
た
。

　
　

�

み
吉
野
の
高
嶺
の
桜
散
り
に
け
り
あ
ら
し
も
白
き
春
の
あ
け
ぼ
の
（『
新
古
今
集
』
春
歌
下
・
一
三
三
「
最
勝
四
天
王
院
の
障
子
に
、
吉
野
山
か
き
た
る
所
」

太
上
天
皇
）

　
　

見
渡
せ
ば
花
よ
り
外
の
雲
も
な
し
な
ぎ
た
る
朝
の
み
吉
野
の
山
（『
新
続
古
今
集
』
春
歌
下
・
一
三
五
「
朝
花
と
い
ふ
こ
と
を
」
宗
尊
親
王
）

と
春
の
朝
の
桜
が
歌
わ
れ
た
。
勅
撰
集
に
お
い
て
春
の
吉
野
の
夕
方
が
詠
ま
れ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
山
の
端
に
描
か
れ
た
太
陽
は
朝
日
と
解
さ
れ
る
。「
東

博
本
」
も
中
世
和
歌
の
表
現
世
界
と
同
じ
く
、
咲
き
こ
ぼ
れ
る
桜
を
も
っ
て
移
り
ゆ
く
春
の
朝
を
描
い
て
い
る
。

　
「
三
井
本
」
の
右
隻
の
太
陽
は
第
一
扇
の
松
樹
の
隙
間
に
描
か
れ
る
。
こ
の
太
陽
に
つ
い
て
は
、

　
　

つ
つ
じ
咲
く
な
ら
び
の
岡
の
松
か
げ
に
同
じ
夕
日
の
色
ぞ
う
つ
ろ
ふ
（『
夫
木
抄
』
春
部
六
・
二
二
四
四
「
楚
忽
百
首
」
参
議
為
相
）

の
よ
う
に
、
和
歌
に
お
い
て
躑
躅
は
夕
方
の
景
物
だ
っ
た
こ
と
が
参
考
に
な
る
。「
三
井
本
」
の
太
陽
は
夕
日
で
、
太
陽
の
右
斜
め
下
の
金
地
の
余
白
は
こ
れ
か

ら
沈
ん
で
ゆ
く
ス
ペ
ー
ス（

（3
（

と
解
さ
れ
る
。
こ
の
和
歌
の
情
景
は
、
松
陰
の
躑
躅
を
夕
月
が
松
樹
越
し
に
照
ら
す
当
該
画
面
と
、
典
拠
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
似
て
お

り
、「
松
陰
に
夕
日
が
移
ろ
う
」
ま
た
「
同
じ
色
合
い
の
夕
日
が
映
ろ
う
」
と
い
う
発
想
が
こ
の
画
面
制
作
時
に
も
た
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
三
井
本
」
で
は
と
こ
し
え
の
松
鶴
で
慶
賀
を
主
題
と
す
る（

（3
（

た
め
、
散
る
桜
や
紅
葉
は
描
か
ず
に
、
水
辺
の
草
花
だ
け
で
季
節
を
表
し
て
い
る
。
右
隻
第
一
第

二
扇
に
は
早
春
の
蒲
公
英
や
菫
が
、
続
く
第
二
扇
に
は
晩
春
頃
の
躑
躅
が
、
そ
し
て
第
六
扇
に
は
夏
の
藪
柑
子
の
白
い
花
が
描
か
れ
、
右
隻
で
は
春
か
ら
夏
へ
の

推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
こ
れ
ら
「
日
月
屏
風
」
三
作
品
の
右
隻
は
み
な
和
歌
的
美
意
識
に
拠
っ
て
、
朝
あ
る
い
は
夕
と
い
う
日
光
の
変
化
す
る
時
、
か
つ
移
ろ
う
春
の
様
相
を
表

し
て
い
る
。「
日
月
屏
風
」
の
両
隻
は
和
歌
の
発
想
を
背
景
に
し
て
、
日
と
月
が
と
も
に
動
き
、
時
刻
も
季
節
も
移
り
ゆ
く
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
各
隻
の
画
面
を
分
け
る
縁
取
り
の
な
い
大
画
面
一
双
形
式
と
い
う
、
当
時
成
立
し
た
屏
風
の
あ
り
方
に
起
因
す
る
表
現
方
法
と
考
え
ら
れ
そ
う

だ
。
安
達
啓
子
は
日
月
屏
風
に
つ
い
て
六
曲
一
双
の
成
立
と
関
わ
っ
て
生
ま
れ
た
と
し
、「
両
隻
を
対
照
さ
せ
つ
つ
よ
り
強
力
に
結
び
繋
ぎ
、
一
双
内
で
の
連
環

一
五



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
六
十
巻
（
二
〇
二
二
年
）

と
完
結
を
表
象
す
る
手
段
と
し
て
の
日
月
の
並
置
は
、
六
曲
一
双
方
式
に
移
行
し
て
ま
だ
歴
史
の
浅
い
時
期
に
お
い
て
、
図
様
構
成
上
の
有
力
な
便
宜
的
手
法
と

し
て
も
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
る（

（3
（

の
は
適
切
な
指
摘
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
ほ
ぼ
同
時
代
の
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
紙
本
著
色
・
六
曲
一
双
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
や
「
四
季
花
木
図
屏
風
」（
紙
本
着
色
・
六
曲
一
双
、
出

光
美
術
館
蔵
）
が
、
お
お
よ
そ
均
等
に
季
節
の
景
物
を
描
出
し
並
列
的
・
安
定
的
に
時
の
推
移
を
示
す
こ
と
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
、「
日
月
屏
風
」
一
双
の
特

徴
を
考
え
た
い
。
当
該
「
日
月
屏
風
」
は
こ
れ
ら
「
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
や
「
四
季
花
木
図
屏
風
」
と
は
異
な
っ
て
ひ
と
つ
の
大
画
面
に
ひ
と
つ
の
季
（
春
／
秋
）�

を
中
心
に
描
き
、
春
（
か
ら
夏
）
と
秋
（
か
ら
冬
）
を
対
照
的
に
と
ら
え
て
い
る
。
四
季
の
う
ち
で
春
と
秋
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
和
歌
の
伝
統
的
美
意
識
と
し

て
引
き
継
が
れ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。「
日
月
屏
風
」
の
こ
の
春
中
心
・
秋
中
心
と
い
う
有
り
よ
う
は
両
隻
の
連
続
を
難
し
く
し
か
ね
な
い
が
、
下
弦
三
日
月
（
細
い

有
明
月
）
は
欠
け
尽
き
そ
う
な
形
状
で
視
覚
に
も
訴
え
て
鑑
賞
者
に
晩
秋
の
暁
間
近
の
移
ろ
い
を
感
受
さ
せ
、
対
す
る
太
陽
に
つ
い
て
も
動
的
印
象
を
与
え
て
、�

こ
れ
ら
日
月
の
動
勢
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
変
化
し
な
が
ら
つ
な
が
る
季
節
と
し
て
「
一
双
」
を
成
り
立
た
せ
た
と
見
ら
れ
る
。「
日
月
屏
風
」
三
作
品
に
共
通
し
て

秋
の
下
弦
三
日
月
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
秋
の
有
明
月
を
主
要
モ
チ
ー
フ
と
し
、
日
月
の
表
現
の
工
夫
に
よ
っ
て
四
季
の
推
移
を
示
唆
す
る
こ
の
方
法
は
、
当

時
有
効
性
を
持
ち
ひ
と
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
本
来
別
個
の
制
作
で
あ
る
こ
と
が
自
明
な
「
東
博
本
」
の
二
隻
も
、
そ
の
よ
う
な
日

と
月
の
動
勢
の
効
果
に
よ
り
互
い
に
結
び
つ
き
、
一
対
と
し
て
享
受
さ
れ
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

動
勢
を
う
か
が
わ
せ
る
月
と
太
陽
の
光
は
両
隻
全
体
に
及
ぶ
金
銀
加
飾
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
燦
め
き
は
画
面
世
界
を
幻
想
的
・
非
日
常
的
な
も

の
と
し
て
現
前
さ
せ
、
文
芸
に
お
け
る
有
明
月
の
幻
想
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ら
に
強
ま
る
。
晩
秋
の
有
明
月
を
中
心
景
物
と
し
た
和
歌
的
な
季
節
の
移
り
ゆ
き
は
、
異

次
元
的
時
空
と
し
て
発
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

六
、
む
す
び
に

―
そ
の
後
の
「
日
月
屏
風
」―

　

本
稿
で
は
、
南
北
朝
・
室
町
期
の
現
存
す
る
「
日
月
屏
風
」
の
う
ち
仏
教
的
要
素
の
強
い
作
品
を
除
い
た
三
作
品
の
左
隻
に
描
か
れ
る
月
は
み
な
下
弦
三
日
月

で
、
そ
れ
ら
は
当
時
の
和
歌
等
の
文
芸
で
好
尚
を
得
て
い
た
秋
の
有
明
月
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
左
隻
の
画
面
は
和
歌
に
お
い
て
秋

の
有
明
月
と
密
接
な
景
物
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
三
日
月
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
は
晩
秋
の
暁
方
で
あ
り
、
視
角
に
訴
え
る
欠
け�

一
六



室
町
時
代
「
日
月
屏
風
」
の
下
弦
三
日
月

尽
き
そ
う
な
月
末
の
細
い
月
は
、
昇
り
あ
る
い
は
沈
み
つ
つ
あ
る
右
隻
の
春
の
太
陽
と
と
も
に
画
面
に
動
勢
を
も
た
ら
し
て
、
個
別
性
の
強
い
各
隻
に
一
双
併
せ

て
の
時
の
推
移
と
四
季
の
移
り
行
き
を
表
し
出
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
屏
風
絵
が
発
想
の
源
泉
と
し
て
拠
っ
て
い
る
和
歌（

（3
（

に
関
わ
る
当
時
の
文
化
状
況
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　

永
享
十
一
年
（
一
四
三
九
）
完
成
の
『
新
続
古
今
和
歌
集
』（
前
節
で
「
見
渡
せ
ば
」
歌
を
引
用
し
た
）
は
武
家
方
の
歌
を
多
く
採
る
も
の
で
、
十
五
世
紀
初

め
頃
に
は
武
家
に
も
和
歌
へ
の
関
心
や
詠
作
が
及
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
は
次
の
勅
撰
和
歌
集
が
準
備
さ
れ
、
撰
集
は
応
仁
の
乱

の
た
め
に
途
絶
し
て
完
成
を
み
な
か
っ
た
の
だ
が
、
当
時
、
上
流
武
家
も
含
ん
で
古
典
文
芸
へ
の
愛
好
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
述
し
た
三
条
西
実
隆
の�

『
実
隆
公
記
』
に
古
典
文
芸
作
品
の
書
写
の
依
頼
が
頻
繁
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
例
え
ば
明
応
五
年
［
一
四
九
六
］
五
月
五
日
に
は
、
所
望
さ
れ
た
新
古
今
歌

な
ど
の
「
色
紙
三
十
六
首
」
と
続
後
撰
歌
の
「
色
紙
十
八
首
」
を
書
い
て
い
る
）
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
彼
は
こ
こ
で
求
め
ら
れ
て
中
世
和
歌
の
書
写
を
し

て
お
り
、
中
世
の
歌
が
広
く
読
ま
れ
ま
た
そ
の
表
現
世
界
は
憧
れ
の
対
象
だ
っ
た
。

　

和
歌
へ
の
好
尚
が
広
が
る
な
か
、
中
世
和
歌
の
美
意
識
を
反
映
し
た
煌
び
や
か
な
「
日
月
屏
風
」
は
、
屏
風
が
立
て
ら
れ
た
空
間
を
共
に
す
る
人
々
を
感
嘆
さ

せ
愉
し
ま
せ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
一
方
で
、
鋭
さ
を
強
調
し
た
有
明
月
や
金
銀
加
飾
に
よ
る
幻
想
的
・
非
日
常
的
な
表
現
か
ら
、
応
仁
の
乱
へ
そ
し
て
そ
の
後
の
戦

乱
へ
と
混
迷
を
極
め
て
い
く
時
代
状
況
に
お
い
て
、
和
歌
的
世
界
は
現
世
か
ら
隔
絶
し
た
憧
憬
の
時
空
と
し
て
描
出
さ
れ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

戦
乱
の
世
が
ひ
と
区
切
り
つ
い
た
桃
山
時
代
以
降
に
も
「
日
月
屏
風
」
の
遺
品
は
散
見
し
、「
日
月
四
季
図
屏
風
」（
紙
本
著
色
・
六
曲
一
双
、
大
英
博
物
館
蔵
）・

「
日
月
桜
楓
図
屏
風（

（3
（

」（
六
曲
一
双
）
の
よ
う
な
秋
の
上
弦
月
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
安
達
啓
子
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
日
月
図
は
桃
山
以
前
の
作
家
た
ち

の
作
例
に
帰
さ
れ
、
ま
た
こ
の
画
題
は
一
時
代
前
の
遠
い
存
在
と
な
り
、「
日
月
本
来
の
神
秘
性
な
ど
は
桃
山
期
か
ら
江
戸
に
か
け
て
は
す
べ
て
影
が
薄
れ
て
し

ま
う
」
と
述
べ
る（

（3
（

。
上
弦
月
の
作
例
や
日
月
屏
風
の
衰
退
は
、
秋
の
有
明
月
の
移
ろ
い
と
い
う
中
世
の
和
歌
的
感
性
の
衰
微
と
関
わ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

　

和
歌
世
界
へ
の
関
心
や
憧
憬
と
、
そ
れ
を
非
現
実
的
時
空
と
み
る
感
覚
が
相
俟
っ
た
と
こ
ろ
に
、
細
い
有
明
月
を
主
要
モ
チ
ー
フ
に
し
て
燦
め
く
「
日
月
屏
風
」

は
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
考
え
る
。

　

※�

引
用
本
文
は
、『
源
氏
物
語
』・『
と
は
ず
が
た
り
』・『
徒
然
草
』
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
に
、『
実
隆
公
記
』
は
「
続
群
書
類
従
完
成

会
太
洋
社
」
に
、
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
書
店
、w

eb

版
）
に
拠
る
。
表
記
を
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
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國
學
院
大
學
紀
要
　
第
六
十
巻
（
二
〇
二
二
年
）

　
　

�

挿
図
画
像
は
、「
秋
草
鹿
蒔
絵
文
台
」
は
『
日
本
の
漆
芸
3　

蒔
絵
Ⅲ
』（
中
央
公
論
社
）
に
、「
日
月
山
水
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
「
東
京
国

立
博
物
館
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
」
に
拠
っ
た
。「
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
）
は
出
光
美
術
館
か
ら
、「
日
月
松
鶴
図
屏
風
」（
三
井
文
庫

蔵
）
は
三
井
文
庫
か
ら
提
供
を
受
け
た
。

注（
1
）�

安
達
啓
子
「
日
月
図
屏
風
と
武
蔵
野
図
屏
風

―
金
剛
寺
本
日
月
山
水
図
屏
風
を
中
心
に

―
」（『
日
本
屏
風
絵
集
成　

第
九
巻　

景
物
画　

四
季
景
物
』
一
九
七
七
年
、
講
談
社
）。

（
2
）�

松
本
榮
一
「
東
洋
古
美
術
に
現
れ
た
日
月
星
辰
（
一
）
～
（
四
）」（『
國
華
』
一
九
二
七
年
三
月
、
同
年
四
月
、
同
年
七
月
、
一
九
二
八
年
五
月
）。
吉
田
友
之
「
日
月
四
季
絵
の
主
題

―
金
剛
寺
蔵
日
月
山
水
屏
風
考
（
一
）―
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学　

研
究
論
集
』
一
九
六
九
年
十
二
月
）。
玉
蟲
敏
子
「
日
月
の
〝
か
ざ
り
〟
物
語

―
室
町
時
代
日
月
屏
風
の
基

盤
を
も
と
め
て

―
」（『
日
本
の
美
学
』
一
九
八
九
年
十
二
月
）
な
ど
。

（
3
）�

注
（
1
）
一
四
四
頁
。

（
4
）�

武
田
恒
夫
『
屏
風
絵
に
み
る
季
節
』「
第
二
章　

季
節
の
大
画
面
構
成
―
中
世
―
」（
二
〇
〇
八
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
六
一
頁
）。

（
5
）�

安
達
啓
子
「
室
町
時
代
や
ま
と
絵
屏
風
日
月
花
鳥
図
に
つ
い
て
」（『
國
華
』
一
九
八
五
年
五
月
）
の
「
日
月
の
形
状
と
材
質
比
較
」。

（
6
）�

玉
蟲
敏
子
「
日
月
の
か
ざ
り
」『
俵
屋
宗
達　

金
銀
の
〈
か
ざ
り
〉
の
系
譜
』（
二
〇
一
二
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）。

（
7
）�「
日
月
屏
風
」
を
介
し
て
「
武
蔵
野
屏
風
」
を
論
じ
る
春
木
晶
子
「「
武
蔵
野
図
屏
風
」
図
様
の
成
立
と
展
開

―
江
戸
東
京
博
物
館
所
蔵
甲
本
を
中
心
に

―
」（『
東
京
都
江
戸
東
京

博
物
館
紀
要
』
二
〇
一
九
年
三
月
）
も
「
中
世
の
日
月
屏
風
」
を
玉
蟲
に
よ
る
こ
の
五
作
品
と
し
て
お
り
、
穏
当
な
把
握
と
考
え
ら
れ
る
。

（
8
）�

注
（
1
）
一
三
九
頁
。

（
9
）�

水
尾
比
呂
志
「
金
剛
寺
の
日
月
山
水
図
屏
風
」（『
國
華
』
一
九
七
八
年
十
一
月
、
一
五
・
一
八
頁
）。

（
10
）�

泉
万
里
『
光
を
ま
と
う
中
世
絵
画　

や
ま
と
絵
屏
風
の
美
』「
第
五
章　

異
端
の
山
水
屏
風
」（
二
〇
〇
七
年
、
角
川
学
芸
出
版
）。

（
11
）�「
上
弦
月
・
下
弦
月
」
と
の
呼
び
名
は
月
が
沈
む
時
の
形
状
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
東
博
本
」・「
三
井
本
」
は
昇
り
始
め
の
月
な
の
で
弦
が
上
に
あ
る
が
、
月
の
左
側
が
輝

く
月
末
の
「
下
弦
月
」
で
あ
る
。

（
12
）�

泉
万
里
「「
日
月
図
屏
風
」
す
ぐ
れ
て
中
世
的
な
る
も
の
」（『
紫
明
』
二
〇
〇
六
年
三
月
、
一
二
頁
）。

一
八



室
町
時
代
「
日
月
屏
風
」
の
下
弦
三
日
月

（
13
）�

勅
撰
和
歌
集
に
お
い
て
、『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
『
千
載
和
歌
集
』
ま
で
の
平
安
期
の
七
集
で
は
そ
れ
ぞ
れ
一
桁
の
用
例
数
で
あ
る
が
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
な
り
四
十
例
を
数
え
、

室
町
期
に
お
い
て
も
二
十
例
以
上
三
十
例
に
及
ぶ
こ
と
が
多
い
。

（
14
）�
拙
稿
「
王
朝
文
学
に
お
け
る
月
末
の
細
月
考

―
幻
想
の
時
の
表
現

―
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
二
〇
二
〇
年
二
月
）
で
詳
し
く
考
察
し
て
い
る
。

（
15
）�

拙
稿
「「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」
巻
四
『
源
氏
物
語
』
起
筆
場
面
の
ふ
た
つ
の
月
考

―
画
中
画
屏
風
の
細
月
と
湖
面
の
満
月

―
」（『
國
學
院
雜
誌
』
二
〇
二
一
年
十
月
）
で
は
、
画

中
画
屏
風
に
描
か
れ
る
有
明
月
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

（
16
）�

注
（
5
）
安
達
論
な
ど
。

（
17
）�

野
口
剛
「
出
光
美
術
館
蔵　

日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風

―
右
隻
の
図
様
源
泉
と
造
形
特
質
の
典
拠
に
つ
い
て

―
」（『
美
術
史
』
一
九
九
七
年
十
月
）。

（
18
）�

岡
田
譲
ほ
か
編
『
日
本
の
漆
芸
2　

蒔
絵
Ⅱ
』（
一
九
七
八
年
、
中
央
公
論
社
）
の
［
解
説
］
岡
田
譲
「
模
索
の
時
代
」。

（
19
）�

注
（
18
）
の
作
品
解
説
に
は
「
南
北
朝
時
代　

一
四
世
紀
」
と
あ
り
、『
名
作
誕
生　

つ
な
が
る
日
本
美
術
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
／
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）
の
作
品
解
説�

（
作
品
名
称
を
「
夕
顔
蒔
絵
手
箱
」
と
し
て
い
る
）
は
「
室
町
時
代　

十
五
世
紀
」（
小
松
大
秀
）
と
す
る
。
文
化
庁
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
は
「
室
町
」
時
代
と
す
る
。

（
20
）�

小
滝
真
弓
「『
浜
松
中
納
言
物
語
』
に
お
け
る
唐
后
の
転
生
に
つ
い
て

―
弥
勒
信
仰
を
中
心
に

―
」（『
中
古
文
学
』
二
〇
二
〇
年
五
月
）
に
詳
し
い
。

（
21
）�

岡
田
譲
ほ
か
編
『
日
本
の
漆
芸
3　

蒔
絵
Ⅲ
』（
一
九
七
八
年
、
中
央
公
論
社
）
に
よ
る
。
所
蔵
先
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
22
）�

注
（
21
）
に
同
じ
。

（
23
）�

注
（
5
）
安
達
は
、
十
五
世
紀
前
半
の
応
永
年
間
か
ら
永
享
年
間
の
制
作
年
を
想
起
す
る
こ
と
も
充
分
可
能
と
述
べ
て
い
る
。

（
24
）�

注
（
5
）
一
七
頁
。

（
25
）�

文
化
庁
「
国
指
定
文
化
財
等
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
は
、
右
隻
は
十
五
世
紀
を
下
ら
な
い
時
期
、
左
隻
は
そ
れ
よ
り
い
く
ぶ
ん
下
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）�

宮
島
新
一
『
日
本
の
美
術　

第
二
四
七
号　

土
佐
光
信
と
土
佐
派
の
系
譜
』（
一
九
八
六
年
十
二
月
、
至
文
堂
）。

（
27
）�

注
（
26
）
の
「
室
町
時
代
を
代
表
す
る
絵
師
達　

土
佐
光
信
・
光
茂
」。

（
28
）�

高
田
信
敬
「
屏
風
に
描
か
れ
た
田
園

―
な
り
わ
い
の
季
節
に
関
す
る
一
考
察

―
」（
高
橋
亨
編
『
平
安
文
学
と
隣
接
諸
学
10　

王
朝
文
学
と
物
語
絵
』
二
〇
一
〇
年
、
竹
林
舎
）。

（
29
）�

注
（
10
）「
第
四
章　

親
鸞
聖
人
の
枕
屏
風
」、
同
じ
く
泉
万
里
『
中
世
屏
風
絵
研
究
』「
中
世
屏
風
絵
研
究
序
章
」（
二
〇
一
三
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
）。

（
30
）�

田
澤
裕
賀
「
日
月
松
鶴
図
屏
風
」（『
國
華
』
一
九
九
〇
年
八
月
、
三
九
頁
）
は
「
枯
れ
葉
を
交
え
」
と
説
明
し
て
い
る
。

一
九



國
學
院
大
學
紀
要
　
第
六
十
巻
（
二
〇
二
二
年
）

（
31
）�『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
第
二
版
・
二
〇
〇
〇
年
、
小
学
館
）「
あ
し
【
葦
・
蘆
・
葭
】」
の
項
の
［
語
誌
］（
3
）
よ
り
。

（
32
）�

注
（
15
）
拙
稿
で
具
体
的
に
考
察
し
て
い
る
。

（
33
）�
矢
野
明
子
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
「
日
月
山
水
図
屏
風
」
右
隻
の
画
題
に
つ
い
て
の
再
検
討
」（『
美
術
史
』
二
〇
〇
一
年
十
月
）。

（
34
）�

注
（
30
）
が
、「
三
井
本
」
の
右
隻
は
「
当
初
屏
風
と
し
て
制
作
さ
れ
、
襖
と
し
て
の
改
装
を
経
て
再
び
屏
風
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
」（
四
〇
頁
）
も
の
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
て
い
る
。

こ
の
第
一
隻
は
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
て
、
当
初
は
太
陽
の
右
の
空
間
は
も
う
少
し
広
く
、
そ
ち
ら
に
沈
も
う
と
す
る
風
情
が
よ
り
感
じ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
35
）�

注
（
30
）
は
、「
松
は
、
色
を
僅
か
に
異
に
し
た
二
本
一
組
で
配
さ
れ
て
お
り
、
相
生
の
雄
松
、
雌
松
と
し
て
描
か
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
」（
四
一
頁
）
と
解
説
す
る
。

（
36
）�

注
（
5
）
二
八
頁
。

（
37
）�「
日
月
屏
風
」
に
つ
い
て
は
、
当
時
流
行
し
て
い
た
連
歌
と
の
つ
な
が
り
が
論
じ
ら
れ
（
島
尾
新
「
花
鳥
図
屏
風
の
図
像
学

―
出
光
美
術
館
蔵
「
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
」
に
つ
い

て

―
」［『
國
華
』
一
九
九
五
年
十
二
月
］、
同
「
日
月
の
図
像
学
〈
日
月
四
季
花
鳥
図
屏
風
〉
再
論
」［『
美
術
史
論
壇
』
一
九
九
九
年
二
月
］、
同
「
連
歌
的
世
界
の
図
像
学

―�

室
町
時
代
の
「
尽
し
」
風
屏
風
を
例
に

―
」［
板
倉
聖
哲
編
『
講
座
日
本
美
術
史
2　

形
態
の
伝
承
』
二
〇
〇
五
年
、
東
京
大
学
出
版
会
］）、
ま
た
日
・
月
の
描
か
れ
る
「
連
歌
懐
紙
」

も
指
摘
さ
れ
（
玉
蟲
敏
子
「
室
町
時
代
の
金
銀
泥
絵
と
能
阿
弥
筆
「
集
百
句
之
連
歌
」」［『
國
華
』
一
九
九
一
年
五
月
］、
同
「
金
銀
泥
絵
の
探
求
Ⅱ　

連
歌
懐
紙
か
ら
み
た
中
世
景
物

画
の
図
像
学
」［『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
一
九
九
四
年
］）、
連
歌
と
の
関
わ
り
は
無
視
で
き
な
い
。
本
稿
で
は
、「
日
月
屏
風
」
の
左
隻
の
月
が
和
歌
で
愛
好
さ
れ
た
「
秋
の
有
明
月
」

を
共
通
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
こ
と
、
図
様
も
有
明
月
と
密
接
な
和
歌
的
景
物
で
あ
る
こ
と
、
右
隻
も
そ
れ
に
関
わ
り
合
っ
て
一
双
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
自
体
の
発
想
や

表
現
に
拠
っ
て
「
日
月
屏
風
」
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

（
38
）�『
書
畫
研
究
』（
一
九
三
四
年
五
月
）
に
モ
ノ
ク
ロ
画
像
が
載
る
。

（
39
）�

注
（
1
）
一
四
二
頁
。

二
〇


